
わいわい写真クラブ活動の手引き 

2024 年 5 月改訂 

重要な点だけを抜粋しました。詳しくはホームページなどでご参照ください。 
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1）例会時のデータ提出の取り決め 

例会は基本的に毎月第 4日曜日に午前 9時半からウェスティで行われます。（ホームページで確認） 

内容は連絡事項、作品発表、勉強会など。 

※例会中の携帯電話などはできるだけマナーモードにお願いいたします。 

〔例会時提出の写真データの条件〕 

・撮影期間があります。 

例会に持参する写真は前回の例会の約 10 日前から当該の例会までに撮影したものとする。 

（2018 年 1 月改正） 

・撮影場所 

①テーマ作品の撮影場所の範囲 

テーマ作品がアリオ鳳に展示される為、アリオの商圏範囲の観点から、堺市、高石市、和泉

市、泉大津市とする。ただし、堺市内から撮影した遠い景色、堺市外から撮影した堺市内の風

景もテーマ作品として認める。また、例外として住吉祭の写真は、撮影地に関係なくテーマ作

品として認める。                   （2018年 1月改正） 

②自由作品は制限なし 

・写真データの条件 

大きさ 

① テーマ作品は出来るだけ、横 3000 ピクセル 縦 2000 ピクセル以上（A3に印刷した 

時に荒くならないための）入選作品はアリオ鳳に展示するため 

野鳥などの大幅なトリミングを行った作品の場合は、横 1800ピクセル以上でお願い 

いたします。 

② 自由作品については横 1000 ピクセル以上（A3に印刷することがある場合は小さい 

データは採用しない）（2018 年 1月改正） 

③ 撮影会作品については、自由作品に準ずる。 

・レタッチ 

撮影した元データに対して調整、編集、加工を行うことをレタッチと定義します。 

わいわい写真クラブへの提出写真は以下の規定で行ってください。 

・レタッチとして認めるもの 

①トリミング 

②明暗、色彩の調整 

②シャープ、ボカシ処理 

③ノイズ処理 

④同一画角の複数枚の写真合成（比較明、比較暗、加算、HDRなど） 

⑤上記の処理に対しレイヤーを使用すること 

⑤センサーについたゴミを消すこと 

・レタッチとして認めないもの 

①有る物を消す 

②無いものを加える 

③サイズが小さい写真の拡大 

・当日持ってくるもの は写真と USBフラッシュメモリと筆記用具。（飲み物もあった方が良い） 
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・写真提出 テーマ作品 1枚、自由作品 1枚、撮影会作品 1枚 

プリントした２Lの写真計 3枚提出 

・デジタルデータ（USB）提出（プロジェクターで投影し皆で勉強） 

①USB メモリー(氏名を入れておく)に移し例会に持ってきて、投影担当に渡し、入力してもらう。 

②データのファイル名は個人の名前を付ける。（データは JPEG のみ・RAWは不可） 

１氏名 画題・撮影地  １は「テーマ作品」 注意：横の写真のみ（展示の関係で） 

２氏名 画題・撮影地  ２は「自由作品」※縦写真も可 

３氏名 画題・撮影地  ３は「撮影会作品」※縦写真も可 

４氏名 画題・撮影地  ４は相談用、構図や画作りで他の人の意見を聞きたい写真、 

または投影し説明を希望する写真 

氏名４～６撮影地は必ず記入、画題はあった方がいいが無しでもよい 

撮影地の表示方法は 3）の「撮影地の記載の統一」を参照してください。 

 

2024年 5月改定 

●USB フォルダの保存方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※USB保存の場合の注意点 

・限定公開やアリオ個展の写真がない場合はフォルダも作成しないでください。 

・USBメモリーの中にはその月の提出写真以外の関係ないフォルダも入れないでください。 

 ・ファイルに付ける数字や文字なども「環境依存文字」は極力避ける。 

※画像データの公開については 6）の「例会に持参する写真について」を参照してください。 
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② 投票作品の①と②、③に張り付けるもの（「会員ページ」の「画題票」からダウンロードして使

用、手書きでも可） 

③  

 

 

 

 

④撮影地名の入れ方：①テーマ作品は市または区の地域、施設など 

②自由作品は「都道府県・名称」 

（撮影日の記入は 2018 年 1 月改正） 

⑤「NO」は別紙の登録記入用紙の番号を手書きで記入して、所定の場所に張り付ける。 

⑥提出写真の裏に、終わった後、迅速に返却するため氏名を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・堺(テーマ)作品の番号は 1～  ・自由作品は 51～ ・撮影会作品は 101～ 

〔投票〕 

堺(テーマ)作品、自由作品、撮影会作品とも各 3 点ずつ選び、上記集計用紙に名前を記入 

〔入賞〕 

・堺（テーマ）は投票数上位６点を入賞としてアリオ展示コーナーに掲示（A3版）する。 

  但し、最下位が同点により６点を超過した場合は、ジャンケンで掲示作品を決める。 

  （掲示漏れの作品もかわら版には掲載する） 

・自由作品は上位作品をホームページで紹介。 

・撮影会作品は投票数上位 5～6位までとしてホームページに掲載する。 

  なお、最下位が同点により 5～6枚を超過した場合でも、全て入賞としてホームページに 

  掲載する。（かわら版には紙面の都合で上位数枚を掲載こともある） 

 

 

 

 

 

○○〇 ○○〇 

○○〇 ○○〇 ○○〇 

○○〇 

○○〇 

○○〇 ○○〇 

○○〇 ○○〇 投票票 

○○〇 にこの番号を入れる 

４ 

５ 

〇 

１ 

2 

51 

52 

（ 

（ 

） 

） 
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2）例会以外の写真展に関する取り決めとアリオ個展（詳細はその都度連絡） 

現在 4つの写真展があります。中止の可能性がありますが現状は下記の通り。 

 

〔わいわい写真クラブ写真展〕 

・アリオ鳳 5～6月頃 

・時期や撮影地の条件は無し 

・指定の額に A3か A3ノビで写真は個人で用意 

・場合によってはパーテイションなどレンタルの場合は若干の費用負担がある場合がありま

す。 

【額縁セットの貸出レンタルについて】 

・額縁はマットとセットで貸出レンタルします。レンタル料￥2,000、マット紙は支給時に A3

か A3ノビを指定して下さい。いろいろな写真展に使用しますので個人で保管して下さい。レ

ンタル時の目立つ傷など、マットが何らかの理由で傷ついた場合（会員の過失でなく）は無償

で交換いたします。無償交換の条件は写真展中に額が落ちてマットが破損したなど会員の責

任でない破損の場合に限ります。マット紙の変更追加は￥2,000いただきます。 

返却時はマットセットでお願いいたします。 

・額を破損した場合は￥10,000いただきます。 

 

アルミフレーム額 

                               マット紙 

幅 765ｍｍ 高さ 635ｍｍ 

 

 

〔その他写真展〕                       

・みはら歴史博物館 秋 

・指定の額に A3か A3ノビで写真は個人で用意 

・撮影地や時期は問わない 

※不定期〔浜寺公園駅舎写真展〕 

・浜寺公園駅舎ステーションギャラリー 

・指定の額に A3か A3ノビで写真は個人で用意 

〔アリオ個展〕 

・平面駐車場モール側の外壁に展示 

・時期や撮影地の条件は無し 

・例会に USBフラッシュメモリにデータを入れて提出 

・アリオ個展とフォルダ名を付ける 

・A3の写真はクラブで用意し、役員が貼りだします。（必ず画題と撮影地を入れる） 

・「アリオ鳳個展順番表」により順次 2 名ずつ展示します。順番表はホームページの左下 

「会員資料」の「アリオ鳳外壁展示」ご覧になれます。 

・横作品は 2枚、縦作品は 1 枚 

※「馬場記念病院関連施設常設展示」 アルバムの中から馬場記念病院で選択して展示中。 
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※「街角写真展」 テーマ入賞作品のアリオ展示と個展作品をラミネートし、毛穴の街角で再利用展 

示しています。 

※「日本ヘレンケラー財団」の施設でテーマ入賞作品とアリオ個展分を展示しています。 

（2024 年 5 月現在） 

3）撮影地名の記載の統一             （2023 年 1 月新設、5 月②③追加） 

展示会作品および例会作品の撮影地の記載方法を次の通り統一します。 （クラブの統一

感を出すため） 

①「都道府県名」＋ 「地域名」または「施設名」または「イベント名・祭礼名」  

但し、大阪府内の場合は 「都道府県名」に代えて「市名」から記載する。 

②県庁所在地の市の場合は府県名を省略。 

③行政都市の場合の区名は省略。  

4）禁止事項 

・施設や行事を撮影する撮影会では、現場でのルールを厳守してください。 

・立ち入り禁止区域での撮影や危険行為は厳禁です。 

・お互い会員同士で注意し合い事故のない楽しい撮影会になるよう努めてください。 

・政治、宗教、思想、ネットワークビジネスの勧誘や強要は止めてください。 

・当会が承認していない製品の販売やサービスの勧誘などしないでください。 

・当会が主催する行事やホームページから入手した写真を作者に無断での複製、使用、配信、

公開、引用しないでください。 

・肖像権、著作権等他人の権利を侵害する写真を作品として提出すること。もし権利侵害で紛争にな

った場合でも当会は一切関わりません。撮影者が全ての責任を負っていただきます。 

5）撮影会、写真展の参加などの伝助の使い方 

・撮影会、写真展、忘年会などのクラブの行事で出欠確認の要請がある場合には参加、不参加

を必ず登録してください。 

・伝助の使い方（ID とパスワードは必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・名前・コメント、〇×△  ・登録 
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6）例会に持参する写真について（2023 年 3月 1 日確認追加） 

USB メモリーに入れて例会に持参する写真はホームページに公開することを条件といたしま

す。また、わいわい写真クラブの関係機関及び馬場記念病院系列の各施設、堺観光コンベンシ

ョン協会、堺観光ボランティア協会等から依頼があった場合は撮影者に確認することなく写

真提供いたします。 

著作権は撮影者本人ですが、提出された写真の使用に関しての権利はわいわい写真クラブに

一任するという条件で持参ください。 

【限定公開のフォルダに入れた写真について】 

限定公開写真は、加工合成技術の向上を目指すための作品と限定いたします。 

パスワードで保護したフォルダ内に一覧ページを設けます。 

限定公開写真についてはパスワードで保護しているので基本的に外部には流出しないものと

しますが、悪意の第 3 者によって流失する可能性は０ではありません。 

よって限定公開フォルダに入れての写真提出はご自身の判断で持参ください。 

また、限定公開写真を会員がダウンロードして外部に流出させた場合は流失させた人が全責

任を負っていただきわいわい写真クラブは一切関与いたしません。 

7）その他 

・撮影会やイベントなど各種行事の場合、万一事故が起きても当会及び役員が責任を負うことは

できません。全て自己責任においてご参加ください。 

・ご質問はメール、わいわい LINEグループで、または役員に問い合わせの他、ホームページなど

でもご確認ください。 

 

以上 

［メモ］ 
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